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DEMO 炉および商用炉において、ダイバータの受熱

板には数十MW/m2の熱負荷が加わると予想されている。

このような熱負荷を除去し、ダイバータ板を損傷から

保護するためには、非接触プラズマの安定化は必須で

あり、そのためにプラズマの再結合過程の解明が重要

となる。直線型ダイバータ模擬装置TPD-SheetIVではダ

イバータのターゲット構造が非接触プラズマの形成に

与える影響について実験的に調べられており、オメガ

トロン型質量分析器を用いて水素の分子イオン密度の

計測を行うことにより非接触プラズマ中における分子

イオンを介した分子活性再結合の重要性について議論

されている[1]。また、非接触プラズマ中の中性粒子の

挙動を理解するためにモンテカルロコードDEGAS 2[2]に

よる研究が進められてきている[3]。図１にTPD-SheetIVの

ダイバータ部をDEGAS 2の計算領域としてモデル化した

結果を示す。図１に示すようにシート状のプラズマが

図の中央部に存在し、実験的な測定データに基づいて

電子密度・電子温度分布がそれぞれターゲット板に対

して減衰する条件を与え、V字ターゲットの奥より水素

分子のガスパフを行っている。 

非接触プラズマ中では複雑な原子・分子過程が生じ

ている。TPD-SheetIVでの実験では、接触ガス流量の変

化に伴い分子イオンの存在比が大きく変化することが

観測されている[4]。しかしDEGAS 2に組み込まれている

衝突輻射モデルでは十分に追跡することが出来ない。

そこで、広く知られている文献[5]の衝突輻射モデルを

DEGAS 2の計算結果に適用した。その計算結果の例とし

てHα線の強度分布を図２に示す。しかしこのモデルで

は分子イオンを考慮していないため、東海大学で開発

された衝突輻射モデル[4]をDEGAS 2の計算結果と組み合

わせた。講演では各計算モデルによる解析結果を報告

する予定である。 
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図２ 水素分子の電子衝突解離由来のHα線の強度分布 
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図１ 計算領域の説明（電子密度分布） 
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